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屋根貯留 

 

 
 
詳細な説明と適用可能性 

屋根貯留、英語でいうrooftop貯留は、拘留のように、平屋根で降雨流出を一時的に貯留することを指してい

る。貯留した降雨流出を制御して段階的に放出するためには、穴のあいた堰や砂利の詰まったドレインとい

った小さな制御構造が使われる。この設計は、最大高（最大深）まで制御構造物の周囲に水が溜まるように

するもので、この最大の高さを水が超えると、それがすべて縦樋に流入するように設計する。屋根の構造的

な容量は、防水を考慮したうえで考えるべきものである。この降雨流出抑制の実践は、最初、商業と工業的

土地利用に対する適用可能性を持っている。 

 

 

長所 

・ピーク時の降雨放出を減らす。 

・屋根を利用するので追加的な敷地空間を必要としない。 

・十分な構造的能力（耐荷重）があり防水がすでにしてあるところでは、コスト効率を発揮する。 

 

 

短所 

・屋根の構造的評価が必要。 

・メンテナンスにかかる費用を増やすおそれがある。 

・防水された屋根が必要。 

 

 

米国および他海外での実施例 

屋根貯留は、最近のグリーンルーフやタンクといった、それと比べると眼に見える実践ほどには注意を払わ

れない。それゆえ、その適用を報告している良い文書があまりない。しかしながら、屋根貯留はしばしば、

故意でなくても商業や工業使用において、ルーフ排水基礎の不良を発生させる問題がある。 

本来は、もっともシンプルで費用のかからない改装で、構造と防水的な仕様に応じて、降雨流出抑制のため

の各種の水深を供給することができる。アメリカの場合、多くの事例では、屋根は雪の積載を運べるように

設計され、重大な降雨深(たとえば0.5インチから1インチ)の重さを維持できるように十分に設計されている。

ヴァージニア州ファイアーファックス郡では、設計指針は、1立方フィートあたり雪30ポンドに等しい積載量

に構造的に耐えることができるように設計する必要があるが、それは、およそ5.8インチに等しい。 

 

 

費用 

費用は、十分な構造と防水にかかるものが必要な費用のすべてであり、下へと排水する構造によって変わる

が、典型的には、100ドルかそれ以下である。 
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メンテナンス 

激しい降雨の後などに特に予想される点検とメンテナンスは、降雨の流口や縦樋からごみを取り除くことで

ある。加えて、定期的な点検と防水層の補修が必要である。 
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